
　
芦
川
町
に
は
、
か
ぶ
と
造
（
づ
く
り
）

の
民
家
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
横
（
妻
）

か
ら
見
る
と
大
き
な
開
口
部
な
ど
が
あ
り
、

兜
（
か
ぶ
と
）
の
形
に
似
て
い
る
こ
と

か
ら
、
か
ぶ
と
造
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
か
ぶ
と
造
は
、
江
戸
時
代
の

18
世
紀
頃
に
発
生
し
、
幕
末
に
か
け
て

普
及
し
ま
し
た
が
、
明
治
時
代
に
も
造

ら
れ
、
屋
根
裏
を
養
蚕
に
利
用
す
る
時

の
換
気
や
採
光
の
た
め
に
、
考
え
出
さ

れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
か
ぶ
と
造
の
家
は
、

全
国
に
分
布
し
て
い
ま

す
が
、
養
蚕
の
取
引
の

あ
っ
た
地
域
の
間
に
伝

わ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
、

東
京
や
神
奈
川
の
か
ぶ

と
造
は
、
山
梨
か
ら
伝

わ
っ
た
も
の
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
山
梨
県
内

に
は
個
性
的
で
い
ろ
い

ろ
な
形
式
も
の
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
が
、
甲
府

盆
地
の
東
部
地
域
に
は

存
在
し
な
い
の
も
特
徴

で
す
。

　
か
ぶ
と
造
の
棟
（
む
ね
）

の
上
に
太
い
角
材
を
組
ん

で
置
き
、
そ
の
重
さ
で
棟

を
押
え
た
構
造
を
、
山
梨

で
は
合
掌
（
が
っ
し
ょ
う
）

と
言
い
、
か
つ
て
こ
の
合

掌
を
の
せ
た
草
葺
の
民
家
が
芦
川
に
は

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
般
的
に
、
富
士
川
水
系
の
国
中
（
く

に
な
か
）
地
域
と
桂
川
水
系
の
郡
内
（
ぐ

ん
な
い
）
地
域
で
は
民
家
の
形
式
も
異

な
り
ま
す
が
、
芦
川
は
富
士
川
水
系
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
家
形
式
は

郡
内
の
系
統
で
、
郡
内
文
化
圏
も
北
限

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
左
右

の
か
ぶ
と
の
形
が
異
な
る
も
の
が
多
い

こ
と
、
か
ぶ
と
と
寄
棟
（
よ
せ
む
ね
・

四
方
に
ふ
き
お
ろ
し
た
屋
根
）
な
ど
の
組

み
合
わ
せ
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
、
郡
内
地

域
と
は
異
な
る
点
で
す
。
特
に
後
者
は
、

国
中
地
域
の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
左
の
写
真
は
、
芦
川
町
内
に
残
る
茅

葺
屋
根
の
古
民
家
で
18
世
紀
半
ば
に
造

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
大
半
の
民
家
は
ト
タ
ン
の
屋

根
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ほ
ど

多
く
の
古
民
家
が
集
中
し
て
残
っ
て
い

る
地
域
は
、
県
内
を
は
じ
め
近
隣
の
都

県
に
も
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度
か
ら

こ
の
古
民
家
に
関
す
る
学
術
調
査
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
芦
川
町
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
回
は
「
武
田
氏
と
笛
吹
市
」
を
お

休
み
し
ま
す
。
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かぶと造の民家

左右が異なる民家

茅葺の民家

　
森
林
公
園
金
川
の
森
で
は
、
夏
休
み
中

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
イ
ベ
ン
ト
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
、
遊
び
に
来
て
ね
！

　
金
川
の
森
や
河
川
敷
に
い
る
昆
虫
の
生

活
を
観
察
し
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
21
日
（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
定
員
　
30
人

■
参
加
費
　
無
料

　
キ
ッ
ト
を
使
い
、
小
い
す
・
プ
ラ
ン
タ

ー
・
マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク
な
ど
を
作
り
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
22
日（
日
）〜
８
月
31
日（
金
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
定
員
　
50
人

■
参
加
費
　
８
０
０
円
（
材
料
費
）

　　
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
乗
る
と
き
の
走

行
場
所
や
マ
ナ
ー
、
自
転
車
の
機
能
や
操

作
法
を
学
び
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
28
日（
土
）
午
前
９
時

■
定
員
　
20
人

■
参
加
費
　
保
険
料
が
か
か
り
ま
す
。

　
森
と
そ
の
清
流
の
中
で
魚
の
習
性
や
や

さ
し
い
魚
の
つ
か
み
方
を
学
び
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
４
日（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
定
員
　
１
５
０
人

■
参
加
費
　
２
０
０
円

※
森
の
清
流
祭
り
の
お
申
し
込
み
受
け

付
け
は
７
月
21
日（
土
）
か
ら
で
す
。

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
一
宮
町
国
分
１
１
６
２
―
１

　
県
林
業
公
社
　
森
林
公
園
金
川
の
森

　
☎
０
５
５
３
（
４
７
）２
８
０
５

�
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た
ソ
ー
ラ
ー
カ

ー
や
風
車
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
風
車
を
親
子
で

作
り
、
ま
た
電
池
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
８
日（
水
）〜
11
日（
土
）

　
午
前
の
部
　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
午
後
１
時
30
分
〜
16
時

　
▼
８
日（
水
）
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
風
車

　
▼
９
日（
木
）・
11
日（
土
）

　
　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

　
▼
10
日（
金
）
オ
ル
ゴ
ー
ル
風
車

■
場
所

　
県
営
発
電
総
合
制
御
所
ク
リ
ー
ン

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
会
議
室

■
対
象
　
小
学
３
〜
６
年
生
と
保
護
者

　
（
２
人
１
組
）

■
定
員
　
各
部
20
組

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
�

さ
い
（
受
け
付
け
は
７
月
２
日
（
月
）

か
ら
で
す
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
県
企
業
局
発
電
総
合
制
御
所

　
☎
０
５
５（
２
７
８
）１
２
１
１

　
℻
０
５
５（
２
７
８
）１
２
１
０

�

違
う
学
校
や
、
違
う
学
年
の
お
友
達
と
１

日
楽
し
く
囲
碁
や
将
棋
を
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時

�
８
月
15
日（
水
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　

　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
対
象
　
小
学
生

■
定
員
　
各
40
人

■
参
加
料
　
無
料

　
※
要
予
約

　
※
お
弁
当
・
飲
み
物
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
ル
ー
ル
　
碁
19
路
盤
を
使
用
し
互
先
で

�
黒
の
５
目
半
コ
ミ
出
し

■
申
込
・
問
合
せ
先

�
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

�
☎
０
５
５（
２
６
３
）７
９
５
９

春の大会より




